
参考：【ウクライナ危機】戦禍を逃れた 17 歳の少年 －教育の機会を奪われる子どもたち国際協力 NGO ワールド・ビジョン・ジャパ

ン (worldvision.jp)

子どもたちの夢が叶えられるように

所長 片寄 泰史 

 新年度が始まり約一月となります。どこの学校園においても，先生方も子どもたちも新鮮な気持ちで新

年度をスタートされたことでしょう。 

 時を同じくして，連日ロシアによるウクライナ侵攻について報道されています。「力による現状変更」

が行われようとしていて，この原稿執筆段階では終わりが見えません。一日も早い終結を願っています。 

このことについて，次のような記事を読みました。家族とともに難民としての生活を強いられている 17

歳のオレクサンドルさんという少年の話です。彼のお父さんはウクライナのオデッサにある家族の農場

に留まっていて，オレクサンドルさんは，お母さん，そして２人の弟と一緒にルーマニアへ避難していま

す。記事には，彼の大切なものは「父親の写真と，いつの日か学業を終えて夢を叶えるという希望です。」

と書かれています。そして記事の続きには「紛争は家族を引き離しただけでなく，オレクサンドルさんの

将来の夢を壊してしまいました。（略）彼は，獣医になるために大学に行くという，ずっと温めてきた夢

を叶えるための最終ステップに立っていました。『僕は国家試験に合格し，獣医になるためにオデッサの

農業大学に入学する予定でした。小さい頃から獣医になりたくて，ずっと獣医になることを夢見て来まし

た。しかし残念ながら，すべての計画が壊されてしまいました』と彼は言います。」とありました。厳し

い戦禍の中で，彼の生きる希望になっている夢の実現。そのためには学業を終えるという教育の重要性を

痛感します。どうか，いずれ彼の夢が叶うことを願うばかりです。 

 この記事とは状況は異なりますが，学校園においてはコロナウィルスの感染拡大防止と子どもたちの

教育活動の充実とを天秤にかけながら引き続き試行錯誤されることと思います。いろいろな脅威からど

のように子どもたちの学びを止めずに豊かなものにするかという点においては重なる部分があると思い

ます。 

このように数年前まではなかった事態が起きていて，先行きがますます見通せない時代になってきた

ことを実感します。そんな不透明な時代だからこそ，教育は何をすべきなのかを考え，足元をしっかり固

めていかなければならないと思います。 

 本教育事務所は，令和 4年度のキャッチフレーズとして，「教育の総合商社としての教育事務所」「かゆ

いところに手の届く教育事務所」を掲げました。 

 「教育の総合商社としての教育事務所」は，事務所内のワンフロアに総務，学校教育，社会教育のすべ

てがあり，学校教育も学力育成から生徒指導，特別支援教育まで専門の指導主事がいるということです。

このいつでも情報を共有して対応できるというメリットを生かすという部分を，今まで以上に意識し，コ

ラボやミックスをしながら，総合的に学校園を支援していきたいという思いです。 

 「かゆいところに手の届く教育事務所」は，教員不足の折，学校園には大変ご負担をおかけしている中

で，本教育事務所としてもできるだけ学校園の負担を軽減したいという思いからです。悉皆の学校訪問を

やめること，そして本当に学校園の望まれること，ニーズのあることに対応できるように「支援・相談型

訪問指導」を新設しました。学校の課題や要望に対応した支援・相談を行います。 

 このようなフレーズのもと，次の３つのミッションを遂行していきます。 

①学習指導要領，しまね教育魅力化ビジョン,しまね特別支援教育魅力化ビジョン

の浸透と確実な実施を支援 

②しまねの学力育成推進プランの推進と管内学力調査結果の分析 

③教職員・社会教育関係者の資質向上のための指導・助言 

学校園が子どもたちの夢を叶えていけるように，お力になれる教育事務所でありた

いと思います。 
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学校教育スタッフ企画幹 前島美佐江

今年度，学校教育スタッフは４名の新メンバーを迎えてスタートしました。「学校を元気にする助言，指

導，支援」に向けて，次の３つを基本姿勢として，日々の業務に取り組んでいます。

 学校や教職員の実情や要望を把握し，各

校の強みを生かしながら，「何を」「どの

ように」取り組めばよいか見通しのもてる

具体的な助言・指導を心掛けています。学

力育成・生徒指導・特別支援教育・社会教

育のスタッフが一同にいる職場の強みを生

かし，総合的・継続的な支援を行っていき

ます。

 今年度は，学校の要望によりきめ細やか

に応えるために支援・相談型訪問指導を

新設しました。日常の授業づくりや研究

の進め方など，お気軽にご相談ください。

社会教育スタッフ企画幹 池田哲也

１ 学校・家庭・地域が連携・協働する魅力ある教育環境・仕組づくり

 児童生徒にこれからの時代を生き抜く力を育成するために，多様な学びのニーズに対応する機会の充実

や学びの支援が大切です。そのためには，学校，家庭，地域が連携・協働して魅力ある教育環境を整え，

仕組みづくりを進める必要があります。また，地域住民が児童生徒の教育に関わることで，住民の生きが

いや学習意欲を喚起し，生涯学習の充実とつながります。さらに自らの地域について考える機会ともな

り，地域づくりに関わる意識を高めることにつながります。魅力ある教育環境・仕組みづくりを進めるた

めに以下のことに重点を置き，市，学校区の取組を支援しま

す。

○学校，地域が目標を共有し，魅力ある教育環境について協 

議，対話する場の充実

○学校･家庭･地域をつなぐコーディネーター等の人材発掘，

育成

○親学等を活用した大人の学び，交流の場の充実

○週末や放課後等の子どもの居場所づくりと体験活動の充実

２ 地域の未来を担う人づくり

 しまねの社会教育では，学びをとおして人づくりを進める

有効なプロセスとして，【社会教育の流儀】「集って・楽しん

で・学んで・動いて・変えていく」を大切にしています。こ

の学びの過程を繰り返し行うことで，自己変容を促し，学び

の成果を生かすことによる「学びの循環」や，学ぶことによ

り新たな学びを生む「学びの連鎖」を生み出します。このこ

とにより，自己実現を図ったり，地域課題に向き合ったりする意識を持った「未来に対して主体性をもっ

た人」を育成してくことを目指しています。このような学びをデザインし，コーディネートする社会教育

関係者（公民館及び交流センター職員，PTA 関係者 等）を支援します。

加藤妙
松江市派遣

 池田文昭 喜多川昭博 桐山直子 宮廻繁
安来市派遣

 吾郷綾子
安 来 市 派 遣

 野田寛志
安 来 市 派 遣

梅田英樹
松 江 市 派 遣

 福島浩
松江市派遣

 前島美佐江 山﨑敦史 宮崎次光 城市則子

学校教育スタッフの令和４年度の取組方針 ～学校の個別最適な学びを支援～ 

１．傾聴の姿勢を基本とした人間味のある学校支援（見とどける）

２．市教委・本庁と連携した迅速かつ的確な学校等への対応（つながる）

３．新しい情報の収集，教材研究，研修を通じた自己研鑽（学び続ける）

小西修二
安 来 市 派 遣

    山田祐司
松 江 市 派 遣

平賀謙一
松 江 市 派 遣

    池田哲也    野田勝巳

社会教育スタッフの令和４年度の取組方針 ～「未来に対して主体性をもって生きる人」の育成～ 
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所長

片寄 泰史 

(0852)32-5765 

調整監

新川上 諭

(0853)32-5766 

教職員の人事や服務に

関すること

【総務課の主な業務】 (0852)32-5777 

【学校教育スタッフの主な業務】 (0852)32-5772 

【社会教育スタッフの主な業務】 (0852)32-5775 

課長

新落部 加苗

○所内及び課内事務の総括 

○小・中学校の旅費の配分

企画員

安井 啓順 

○会計年度任用職員の任用， 

社会保険・雇用保険 

○旅費(松二 G，松四 G，安一 G)

主任

宇野 翔 

○教職員の給与関係 

○旅費(湖北 G，鹿島･島根 G，本庄･

美保関･八束 G，東出 G，安三 G)

主任

松坂 秀治

○旅費総括(松三 G，湖東・八雲 G，

玉湯・宍道 G，広瀬 G)

主事

新澁野 珠紀

○臨時的任用教職員の給与関係 

○旅費(松一 G，湖南 G，安二 G，

伯太 G)

会計年度任用職員

岩谷 優紀 

○旅費(松二 G，松三 G，本庄・美

保関・八束 G，東出雲 G，安一 G)

会計年度任用職員

室 愛華 

○旅費(松一 G，湖南 G，湖北 G， 

玉湯・宍道 G，安三 G)

会計年度任用職員

新岡 千琴

○旅費(松四 G，湖東・八雲 G， 

鹿島・島根 G，安二 G，広瀬 G，

伯太 G)

指導主事(兼)企画幹

前島美佐江 

○社会，総合的な学習の時間

○各種研究大会(助言者依頼等) 
指導主事

山﨑 敦史 

○算数・数学，特別活動

○経験者研修

指導主事

宮崎 次光 

○理科，生活科

○学校訪問指導

指導主事

池田 文昭 

○特別支援教育

指導主事

新喜多川昭博

○国語，道徳

○新任教職員研修

指導主事

(生徒指導専任) 
新桐山 直子

○生徒指導

指導主事 

(特別支援教育

支援専任教員) 
城市 則子 

○特別支援教育に係る教員の相談

32-5791 
派遣指導主事【松江市派遣】   派遣指導主事【安来市派遣】

福島 浩 (学力育成) 宮廻 繁 (学力育成)
新加藤 妙 (生徒指導) 野田 寛志 (生徒指導)
梅田 英樹 (特別支援) 新吾郷 綾子 (特別支援)

○学校訪問指導業務

○派遣先市町村教育委員会にお

ける業務

社教主事(兼)企画幹

 池田 哲也 

○社会教育及び生涯学習の振興

に関すること

人権・同和教育

指導員

野田 勝巳 

◯人権教育の取組推進に関する

こと

派遣社教主事【松江市派遣】  派遣社教主事【安来市派遣】

平賀 謙一  小西 修二

山田 祐司 

○派遣先市教育委員会における

社会教育行政及び生涯学習振

興行政に関する業務

令和４年度 松江教育事務所 所掌分掌 
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◆研究指定校事業 ※ ○国；国指定 ○県；県指定                 R４．５．１現在

指定事業名 指定校・園等 

○国令和の日本型学校体育授業構築支援事業（R4） 

～テーマ３：多様な武道等指導の充実及び指導体制の強化～ 
八束学園，安来三中，広瀬中 

○県しまねの学力育成プロジェクト事業（R4～R6） 
松江市（乃木小，湖南中） 

安来市（荒島小，安来三中） 

○県金融教育研究校（R4～R5） 八束学園 

○県人権教育実践モデル園（R4） たまゆ幼稚園 

◆研究大会等

大会等名 開催期日・指定校等 

第 104 回全国算数・数学教育研究（島根）大会 

第 55 回中国・四国算数・数学教育研究（松江）大会 

第 36 回島根県算数・数学教育研究大会（松江大会） 

8/2(火)～8/5(金) 

（オンライン開催） 

第 55 回中国地方放送教育研究大会(島根大会)交流大会 

7/29(金) 

安田小，母里小，井尻小，赤屋小 

伯太中 

第 33 回島根県国語教育研究大会 安来大会 

第 9回島根県書写教育研究大会 安来大会 

11/18(金) 

十神小，社日小，島田小 

安来一中 

実施校 教 科 等 実施校 教 科 等 実施校 教 科 等 

十神小 国語 社日小 国語 島田小 
国語，人権・同和教育

特別支援教育 

能義小 社会，生活，理科 比田小 道徳 安田小 理科，生活 

母里小 社会，生活 井尻小 
国語，算数，生活，

図工 
赤屋小 国語 

湖南中 道徳 広瀬中 
総合的な学習の時

間 
伯太中 数学，道徳

令和４度 松江教育事務所管内 継続型訪問指導実施校（１２校） 

令和４年度 松江教育事務所管内 研究指定校等 

お知

らせ 

島根県予選大会１次予選 

【期日】令和４年７月30日(土) 

【対象】中学１・２年生 

【会場】未定 

【期日】８月中 

【対象】中学２・３年生 

【会場】三会場(県内高等学校) 

【期日】令和４年10月30日(日) 

【対象】小学５・６年生及び中学１～３年生 

【会場】自宅で受ける 

※令和４年４月現在の予定です。新型コロナウイル

スの感染状況等による変更・中止があることをご了

承ください。 


